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教 育 課 程 

 

                           

【学校教育目標】 

（１）生命の大切さを知り、希望をもって、たくましく生きる人を育てる。 

（２）自ら課題を見つけ、自ら学び、主体的に判断し、行動できる人を育てる。 

（３）感謝の心を育み、信頼と敬愛に満ちた思いやりのある人を育てる。 

 
 

【努力目標】 

児童生徒一人一人の状況に応じて、医療との密接な連携のもと、環境を調整し、 

教育活動を展開することによって、自己に向き合い可能性を伸ばしながら生きて

いこうとする力の育成に努める。 
 

【学部目標】 

 

小学部 

（１）医療や家庭との連携をもとに、児童の状況を理解し、個に応じた最適な学

びを実践することで確かな学力を育成する。 

 

（２）地域の教育資源を活用しながら、友達や教師とのかかわり合いや学び合い 

を通して自己と向き合い、自分らしく生きていこうとする力を育成する。 

 

中学部 

（１）医療・家庭及び教員間の連携のもとに、生徒の心身の状態や学習状況を把 

握し、一人一人に適した学びの保障を行うことで、確かな学力を育成する。 

 

（２）一人一人の多様な状況に応じて環境を調整し、生徒が心身の状態と向き合 

うことができるように、病状に応じて自己管理する能力を育成する。 
 

【授業時数】 

 

小学部   

通常課程 Ａ・Ｂ  

学 年 

各教科等 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

各 

教 

科 

国 語 ３０７ ３１６ ２４８ ２４６ １８２ １７６ 

社 会   ７５ ９０ １０９ １０７ 

算 数 １４６ １７５ １９１ １７８ １８１ １７５ 

理 科   １０５ １０５ １０９ １０６ 

生 活 １１１ １０９     

音 楽 ７０ ７０ ６０ ６０ ５２ ５０ 

図画工作 ７０ ７０ ６０ ６０ ５２ ５０ 

家 庭     ６０ ５８ 

体 育 ７８ ７８ ７７ ７７ ７９ ７７ 

外国語     ７３ ７３ 



 - 2 - 

特別の教科 道徳 ３８ ３８ ３８ ３８ ３８ ３６ 

外 国 語 活 動   ３６ ３６   

総合的な学習の時間   ４５ ４５ ４５ ４３ 

特 別 活 動 ４２ ４２ ４２ ４２ ４２ ３９ 

自 立 活 動 ４３ ４３ ４３ ４３ ４３ ４２ 

計 ９０５ ９４１ １０２０ １０２０ １０６５ １０３２ 

学 級 編 制 

１ １ １ 

  

※通常の教育課程Ａは、小学校に準ずる教育を受ける病弱者である児童を対象と

する。通常の教育課程Ｂは、病状や障がいの状態によりそれに伴う学習空白があ

る場合等に応じて学習内容や形態等を工夫し、各教科の下学年の目標及び内容の

一部又は全部に替えて教育を受ける児童を対象とする。 

 

重複障がい課程 

学 年 

各教科等 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

各 

教 

科 

生 活 １１１ １０９ ２２５ ２４０ ３２３ ３１４ 

国 語 ３０７  ３１６ ２４８ ２４６ １８２ １７６ 

算 数 １４６ １７５ １９１ １７８ １８１ １７５ 

音 楽 ７０ ７０ ６０ ６０ ５２ ５０ 

図画工作 ７０ ７０ ６０ ６０ ５２ ５０ 

体 育 ７８ ７８ ７７ ７７ ７９ ７７ 

特別の教科 道徳 ３８ ３８ ３８ ３８ ３８ ３６ 

外 国 語 活 動   ３６ ３６ ７３ ７３ 

特 別 活 動 ４２ ４２ ４２ ４２ ４２ ３９ 

自 立 活 動 ４３ ４３ ４３ ４３ ４３ ４２ 

計 ９０５ ９４１ １０２０ １０２０ １０６５ １０３２ 

 

※重複障がいの教育課程は病弱以外に知的障がいを併せ有する児童を対象に編

成する。学級編制は、通常課程の学級編制に含むものとする。 

 

 

 

中学部  

通常課程 

学 年 

 

各教科等 

 

１ 

 

２ 

 

３ 

各 

教 

科 

国 語 １４４ １３４ １１８ 

社 会 １１８ １１８ １４４ 

数 学 １４４ １１８ １４４ 

理 科 １０８ １４４ １４４ 

音 楽  ４５ ４５ ４５ 
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美 術  ４５ ４５ ４５ 

保健体育  ７２ ７２ ７２ 

技術・家庭  ７２ ７２ ３６ 

外国語 １４４ １４４ １４４ 

特別の教科 道徳   ３５ ３５  ３５ 

総合的な学習の時間   ４０ ４０  ４０ 

特 別 活 動   ４４ ４４  ４０ 

自 立 活 動   ４０ ４０  ４０ 

計 １０５１ １０５１ １０４７ 

学 級 編 制 
 

１ １ 

 

※通常の教育課程Ａは、中学校に準ずる教育を受ける病弱者である生徒を対象と

する。通常の教育課程Ｂは、病状や障がいの状態によりそれに伴う学習空白があ

る場合等に応じて学習内容や形態等を工夫し、各教科の下学年の目標及び内容の

一部又は全部に替えて教育を受ける生徒を対象とする。 

 
 

重複障がい課程 

学 年 

 

各教科等 

 

１ 

 

２ 

 

３ 

各 

教 
科 

国 語 １１８ １１８ １１８ 

社 会 １１８ １１８ １１８ 

数 学 １１８ １１８ １１８ 

理 科 １１８ １１８ １１８ 

音 楽  ４５ ４５ ４５ 

美 術  ４５ ４５ ４５ 

保健体育  ７２ ７２ ７２ 

職業・家庭  ９０ ９０ ９０ 

外国語  ４５  ４５  ４５ 

特別の教科 道徳  ３５ ３５ ３５ 

総合的な学習の時間  ４０ ４０  ４０ 

特 別 活 動  ４４ ４４ ４０ 

自 立 活 動 １６３ １６３  １６３ 

計 １０５１ １０５１ １０４７ 

 

※重複障がいの教育課程は病弱以外に知的障がいを併せ有する生徒を対象に編

成する。学級編制は、通常課程の学級編制に含むものとする。 

 


